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令和7年度 研究成果報告

１．これまでの成果のサマリー①
１）がん放射線療法看護認定看護師の看護実践に関する実態調査

がん放射線療法看護認定看護師３１０名を対象としたWEB調査

＜量的な回答から＞
• CNとしての実践活動の確保により、専門性の

高い看護実践の充実が図れる
• 放射線科外来への配置によって、CNの看護実

践力の発揮に繋がる
• 看護部内の活動、横断活動の充実のためには、

指導・相談の時間確保が必須である

＜質的な回答から＞
• がん放射線療法看護CNの社会的意義の強調

と普及に向けた取り組み
• 組織におけるがん放射線療法CNの役割発揮
• がん放射線療法看護CN個人の能力開発
• がん放射線療法看護CNのネットワーク構築
• 放射線療法看護の質向上

２） がん放射線療法CNの役割発揮のスキルアップ
組織・看護部との交渉、実践時間確保に向けた取り組み、看護部におけるチーム作り、施設内での放射線治療看護
の実践を底上げするための取り組みなどの実践報告等のセミナー

（１）「組織における放射線治療看護の質の向上」セミナー開催 2023年2月4日 13：00～16：00 ZOOM開催

（２）第38回日本がん看護学会学術集会 交流集会『がん診療連携拠点病院の看護師要件の意味するもの』を実施
専門資格を活かした活動の現状とがん放射線療法看護CNの役割活動へのニーズに関して、参加者の意見を集約
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１．これまでの成果のサマリー②
３)認定看護師の活動成果に関する文献調査および諸外国の基準を参考にした苦痛緩和に必要な専門
的な看護師数の算出→JSTRO37で発表→JSTRO内に看護小委員会設置

４）研究課題名：頭頸部がん患者における放射線療法期間中の患者報告アウトカム（PROs）に基づく
急性期有害事象と日常生活への影響に関する後方視的研究

５）患者調査によるケアの評価：２つの患者調査に看護師のケアに関する項目をいれていただいた。
１つは看護師に関する項目への回答はほとんどなかった。

4）の結果 5）の結果

２．前回会議（2025年12月）以降の進捗内容

•頭頸部がん患者における放射線療法期間中の患者報告アウトカ
ム（PROs）に基づく急性期有害事象と日常生活への影響に関す
る後方視的研究について考察を行った
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出典：島田千暁1, 石井健太郎2, 郡田遥士1, 中原隆太1, 森本英之1, 
板垣康1, 米倉修司1
1多根総合病院, 2大阪市立総合医療センター
日本放射線腫瘍学会学術大会報文集 37: 326-326, 2024. 出典：島田千暁，日本放射線腫瘍学会学術大会報文集 36:

194-194, 2023.
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